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毎
年
度
、
一
般
会
計
の
繰
越
明

許
費
が
出
て
く
る
。
当
局
は
、
こ

れ
を
圧
縮
す
る
努
力
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
会
計
法
上
、
ど

う
し
て
も
な
く
す
よ
う
に
で
き

な
い
も
の
か
。
毎
年
度
、
出
て

く
る
の
で
抵
抗
が
あ
る
。
努
力

の
成
果
な
ど
も
伺
う
。

毎
年
度
、
繰
越
明
許
費
と
い
う

こ
と
で
、
３
月
議
会
に
は
お
願

い
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
事

業
の
進
捗
管
理
に
つ
い
て
は
、

庁
議
の
中
で
当
初
予
算
の
事
業

に
つ
い
て
す
ぐ
着
工
し
、
年
度

早
い
う
ち
に
完
了
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
今
回
の
件
は
、
現

場
が
外
で
あ
り
、
積
雪
の
影
響
、

地
権
者
の
意
向
で
、
３
月
30
日

ま
で
に
事
業
が
完
了
せ
ず
、
繰

越
明
許
費
と
い
う
こ
と
で
お
願

い
し
て
い
る
。
今
後
は
、
繰
越

明
許
費
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
、
最
終
的
に
は
な
く
し
て
い

き
た
い
。

６月定例会

誘客推進のため観光振興

対策事業予算などを可決

●会期　６月14日～６月21日(８日間)

今回は

報告　　　　　５件

市長提出議案　５件

６月定例会議案採決

【
報
告
第
２
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て

整備が進む市道大更中央線

Ａ Ｑ

預
か
り
保
証
金
を
、
事
業
を
継

続
す
る
た
め
や
、
設
備
投
資
し

て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
使
う
こ

と
は
、
違
法
で
は
な
い
と
会
計

事
務
所
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
保
証
金
の
性
格

上
、
運
用
に
つ
い
て
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
。
設
備
投
資
に
ど
う

し
て
も
お
金
が
掛
か
る
場
合
、

そ
こ
か
ら
利
益
を
上
げ
て
い
く

際
に
は
、
運
用
を
考
え
て
い
き

た
い
。

貸
借
対
照
表
で
現
金
お
よ
び
預

金
が
、
こ
の
４
年
間
で
１
億
６

千
万
円
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。

現
金
預
金
の
ほ
と
ん
ど
は
、
預

か
り
保
証
金
と
判
断
す
る
が
、

そ
の
減
少
の
要
因
を
伺
う
。

主
な
要
因
は
、
松
川
温
泉
か
ら

県
民
の
森
の
貯
湯
槽
ま
で
の
送

湯
管
が
、
平
成
25
年
に
台
風
被

害
を
受
け
た
。
そ
の
災
害
復
旧

工
事
費
に
、
現
金
預
金
か
ら
２

億
２
０
０
万
円
ほ
ど
使
用
し
た
。

【
報
告
第
１
号
】　

株
式
会
社
八
幡
平
温
泉
開
発

の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

ＱＡ

株式会社八幡平温泉開発

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ

市
の
第
３
セ
ク
タ
ー 

経
営
状
況
報
告

　

平
成
29
年
度
全
体
の
売
上
額
は
、
計

画
額
の
90
・
１
％
と
な
り
、
損
益
実
績

は
９
０
０
万
５
千
円
の
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
会
社
で
あ
る
八

幡
平
市
産
業
振
興
株
式
会
社
の
平
成
29

年
度
の
経
営
状
況
は
、
２
３
９
万
３
千

円
の
赤
字
決
算
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
株
主
で
、
１

人
だ
け
個
人
が
株
主
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
経
営
上
必

要
な
の
か
。

過
去
に
、
別
の
個
人
株
主
で

あ
っ
た
方
が
、
株
主
を
辞
退
し

た
例
も
あ
っ
た
。
そ
の
株
主
に

判
断
し
て
も
ら
う
も
の
と
考
え

て
い
る
。

温
泉
施
設
利
用
保
証
金
の
現

在
高
が
、
５
億
６
５
０
０
万
円

ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

保
証
金
は
事
業
活
動
な
ど
に
運

用
で
き
る
の
か
。

【
報
告
第
３
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
第
４
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
水
道

事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
第
５
号
】　

平
成
29
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て

庁
舎
管
理
費
な
ど
15

事
業
を
翌
年
度
繰
越

　

積
雪
な
ど
に
よ
り
、
十
分
な
工
事
期

間
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
翌
年
度
に

予
算
を
繰
越
し
て
使
用
で
き
る
た
め
、

そ
の
事
業
を
繰
越
し
す
る
も
の
で
す
。

（
主
な
繰
越
事
業
）

▼ 

庁
舎
管
理
費　

６
９
８
５
万
６
千
円

▼ 

八
幡
平
温
泉
郷
引
湯
管
等
整
備
事
業　

８
２
４
５
万
８
千
円

▼ 

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策
事
業　

１

億
１
０
０
６
万
８
千
円

▼ 

市
道
等
改
修
事
業　

１
０
８
９
万
６

千
円

▼ 

市
道
大
更
中
央
線
整
備
事
業　

１
２

０
０
万
円

▼ 

大
更
駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
事
業　

１
２
０
０
万
円

【
議
案
第
１
号
】　

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ＱＡ 除
雪
グ
レ
ー
ダ
を 

１
台
購
入

　

市
所
有
除
雪
グ
レ
ー
ダ
の
老
朽
化
に

伴
い
、
今
回
新
た
に
除
雪
グ
レ
ー
ダ
１

台
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
除

雪
グ
レ
ー
ダ
の
納
入
期
限
が
、

平
成
30
年
12
月
21
日
で
あ
る
が
、

７
カ
月
も
前
に
入
札
す
る
理
由

を
伺
う
。

こ
れ
ら
の
除
雪
機
械
は
、
特
殊

車
両
で
あ
り
、
受
注
を
受
け
て

か
ら
生
産
す
る
た
め
で
あ
る
。

老朽化が進む除雪機械

【
議
案
第
２
号
】　

八
幡
平
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ＱＡ 職
員
配
置
や
施
設 

な
ど
の
基
準
整
備

　

家
庭
的
保
育
事
業
な
ど
の
設
備
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
職
員
配
置
や
施

設
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て
所
要
の
整
備

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
市
の
取
り
組

み
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
認

可
を
受
け
た
場
合
、
人
員
配

置
・
調
理
施
設
の
猶
予
期
間
が
、

５
年
か
ら
10
年
に
延
長
に
な
っ

た
根
拠
を
伺
う
。

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
は
、
慎
重
に

取
り
扱
う
も
の
と
し
て
調
理

業
務
を
受
託
し
て
も
ら
い
、
家

庭
的
保
育
事
業
立
ち
上
げ
に
際

し
、
指
導
を
万
全
に
し
て
い
く
。

ま
た
、
猶
予
期
間
の
延
長
の
根

拠
は
、
国
の
省
令
ど
お
り
で
あ

る
が
、
保
育
士
不
足
の
解
消
の

た
め
進
め
て
い
き
た
い
。
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合
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
採

用
さ
れ
る
面
積
な
ど
が
増
え
た

の
で
、
補
正
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

牧
野
管
理
運
営
事
業
の
賃
金
が

2６
万
円
減
額
と
な
り
、
委
託
料

33
万
５
千
円
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
賃
金
と
委
託
料
で
、
ほ
ぼ

同
じ
額
が
増
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
制
度
に
変
わ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
畜
産
振
興
を

ど
の
よ
う
に
保
証
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

市
営
牧
野
の
放
牧
牛
に
対
す
る

予
防
接
種
な
ど
の
業
務
は
、
こ

れ
ま
で
市
の
臨
時
的
任
用
職
員

で
実
施
し
て
き
た
。
今
回
、
そ

の
対
象
獣
医
師
３
人
の
う
ち
、

１
人
が
議
員
に
な
ら
れ
、
地
方

自
治
法
第
92
条
の
２
の
規
定
に

抵
触
す
る
の
で
、
市
長
の
任

命
・
指
示
に
従
っ
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
は
適
切
で
は
な
い
。
今

後
は
、
直
接
雇
用
で
は
な
く
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
へ
の
委
託
業
務

と
し
て
予
算
措
置
を
し
、
そ
ち

ら
か
ら
対
象
獣
医
師
へ
お
願
い

す
る
形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

井上　辰男 議員 (八起会)………０5

　・市民からの要望・意見について

　・移動期日前投票車の導入などについて

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)…０6

　・市道の改良、整備について

　・八幡平ドラゴンアイと地元学について

　・老人クラブ活動への助成支援について

関　　治人 議員 （八起会)………０6

　・りんどうの生産量拡大と人手不足について

　・地域性を生かした学校教育について

立花　安文 議員 （八起会)………０7

　・林業振興について

　・安代林業センターについて

羽沢　寿隆 議員 （八起会)………０8

　・自然エネルギーの活用について

　・観光資源の活用状況について

北口　　功 議員 (無会派)………０8

　・公共関与型産業廃棄物最終処分場の整備に

　　ついて

　・河川改修の実情と国土強靭化地域計画の策

　　定に向けた市の取り組みについて

熊澤　　博 議員 （自由クラブ)…０9

　・畜産振興について

　・観光振興について

髙橋　悦郎 議員 （日本共産党)…1０

　・大更駅周辺整備事業について

米田　定男 議員 (日本共産党)…1０
　・子育て支援策の拡充について

　・市人口ビジョンについて

９人が市政を問う

一 般

質 問

旧
西
根
町
民
プ
ー
ル
跡
地

宅
地
分
譲
な
ど
で
活
用
す
る

井
いのうえ

上辰
た つ お

男 議員
（八起会）

問　

旧
西
根
町
民
プ
ー
ル
跡
地

の
、
今
後
の
利
用
予
定
を
伺
う
。

市
長　

宅
地
分
譲
や
市
営
共
新

住
宅
建
て
替
え
工
事
の
用
地
と

し
て
活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　

平
舘
高
校
の
車
の
周
回
場

所
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

平
舘
高
校
か
ら
の

要
望
を
確
認
し
、
有
効
な
手
段

か
検
証
し
て
い
く
。

問　

平
成
30
年
３
月
末
の
空
き

家
戸
数
お
よ
び
特
定
空
き
家
戸

数
を
伺
う
。

市
長　

空
き
家
６
１
３
戸
、
特

定
空
き
家
候
補
１
２
７
戸
で
あ

る
。

問　

空
き
家
は
所
有
者
の
責
任

だ
が
、
行
政
と
し
て
何
か
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

防
災
安
全
課
長　

所
有
者
に
状

況
を
知
ら
せ
、
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

問　

利
活
用
可
能
な
空
き
家
へ

の
支
援
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

防
災
安
全
課
長　

今
年
度
中
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設
予

定
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問　

南
北
線
か
ら
市
役
所
へ
の

案
内
標
識
が
分
か
り
づ
ら
い
の

で
、
改
善
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

現
在
は
、
ま
だ
考

え
て
い
な
い
。
砂
田
永
持
線
拡

幅
改
良
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
、
考
え
て
い
き
た
い
。

移
動
期
日
前
投
票
車 

導
入
な
ど
に
つ
い
て

問　

移
動
期
日
前
投
票
車
導
入

に
つ
い
て
検
討
と
課
題
を
伺
う
。

市
長　

投
票
区
再
編
前
後
で
の

投
票
状
況
を
総
括
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
効

果
な
ど
を
今
後
検
証
し
て
い
く
。

旧西根町民プール跡地の現況

村
長
室
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
著
名
な
画
家
や
、
書
家
の
絵

や
、
色
紙
は
ど
う
引
き
継
が
れ

て
い
る
か
。

備
品
や
、
図
画
な
ど
は
昨
年
度

に
内
覧
会
を
開
催
し
、
希
望
者

に
譲
り
渡
し
た
。

今
後
、
公
共
施
設
の
解
体
工
事

が
増
加
す
る
と
思
う
が
、
基
金

の
積
み
立
て
計
画
や
、
予
算
の

見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

合
併
し
た
町
村
で
は
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
取
り
壊
し
は

課
題
で
あ
る
が
、
過
疎
債
の
対

象
に
な
り
、
市
の
持
ち
出
し
資

金
は
３
割
で
済
む
。
今
回
の
事

業
に
も
、
過
疎
債
１
億
円
を
充

当
す
る
。
公
共
施
設
管
理
計
画

を
策
定
し
、
一
時
的
に
大
き
な

負
担
を
伴
わ
な
い
よ
う
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
基
金
は
、
現
有
し
て
お
り
、

有
効
活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
５
号
】　

旧
松
尾
総
合
支
所
解
体
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

解体される旧松尾総合支所

Ａ Ｑ Ａ

ＱＡ

Ｑ

解
体
工
事
契
約
金
は 

２
億
９
１
６
０
万
円

　

旧
松
尾
村
役
場
は
、
昭
和
51
年
に
建

築
さ
れ
、
平
成
2６
年
の
新
庁
舎
移
転
ま

で
松
尾
総
合
支
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、

42
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
空
き
家
で
あ
り
、
今
後

も
利
用
す
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
６
月
25
日
ま
で
に
解
体
す
る

も
の
で
す
。

旧
松
尾
村
役
場
の
屋
上
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
村
章
「
マ
」
は
、

村
の
指
針
と
し
た
農
業
、
鉱
工

業
、
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

跡
地
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
設
置
す
る
な
ど
村
の
歴
史
を

伝
え
、
語
り
継
ぐ
た
め
に
、
永

久
保
存
し
て
は
ど
う
か
。

３
町
村
の
町
村
章
や
、
歴
代
の

首
長
な
ど
の
写
真
は
、
町
村
の

歴
史
を
物
語
る
大
切
な
資
料
で

あ
る
。
現
在
、
倉
庫
な
ど
に
眠
っ

て
い
る
が
、
保
存
方
法
と
活
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
議
案
第
３
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

ＱＡ １
７
７
３
万
９
千
円

増
額
し
た
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
７
３
万

９
千
円
を
増
額
し
、
累
計
２
２
４
億
１

７
３
７
万
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
歳

出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
観
光
振
興
対
策
事
業　

２
８
０
万
円

▼
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業　

３
２

　

０
万
円

▼
農
地
災
害
復
旧
事
業　

9２
万
円

▼
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業　

７

　

６
０
万
円

振
興
作
物
推
進
事
業
の
負
担
金
、

補
助
お
よ
び
交
付
金
に
か
か
わ

る
リ
ン
ド
ウ
優
良
品
種
緊
急
新

植
事
業
費
補
助
金
2８
万
５
千
円

の
増
額
補
正
の
内
容
を
伺
う
。

お
盆
や
、
秋
彼
岸
向
け
の
新
品

種
１
年
目
の
管
理
費
が
掛
か
る

の
で
、
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

10
ア
ー
ル
当
た
り
６
万
６
千
円

を
県
と
市
、
生
産
者
、
そ
の
３

者
で
３
分
の
１
ず
つ
負
担
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
品
種
に
つ

い
て
は
対
象
品
種
が
変
わ
る
場


